
言霊よもやま話　 和器なる書評

六大伝説＜花咲爺＞

「ほんとうは、恐ろしい話しだった＜花咲爺＞」

23 Vol. 3

発刊予定本のご案内

DVD版「言霊学事始」、絶賛発売中！

いよいよ10 月中旬発刊！
「待望の言霊学事始 神道から観た仏教三部書（法華経要義・歎異抄講話・無門関講話）」

・第１巻／DISC 1：「言霊学とは何か」／DISC 2：「言霊とは何か」

・第２巻／DISC 3：「言霊百神と古事記」／DISC 4：「言霊の運用法則」

・第３巻／DISC 5：「進化する言霊」／DISC 6：七沢賢治 特別講演

・講師：大野靖志

・パッケージデザイン：井坂健一郎

DVD版「言霊学事始」：価格：64 ,800円（税込）

著者の山口氏は、実に多彩多能な人

である。プロフィールは大学教授で言語学

者とあるが、イラストからペインティング、書、

彫刻まで表現方法を選ばず、山口謠司

ワールドを展開している。著作で扱うテーマ

も実に幅広く、縦横無尽で多作、精力的

である。膨大な古典研究を経て、堰を切っ

て流れ出たそんな感がある。

　200ページにも満たない本書には、序章

から日本語のエッセンスとも言うべき「奇

蹟」がギュッと凝縮されている。

日本語の今に至る「軌跡」が、そのまま日

本の国家・文化・国民性であり、ここに述べ

られているのは日本人のルーツそのもので

あると同定している。ちなみに著者の山口

氏は、森羅万象に名前をつけることで、日

本語は生まれたと言及している。日本語の

特異性は、普段使っている自分たちからは

見えにくいかもしれない。漢字・ひらがな・

カタカナ・ローマ字などの雑多な表記を使い

森羅万象に名前をつけたことで、日本語は生まれたという。

分け、その中に他言語をそのまま取り込んで

しまえる日本語は実に懐深いのだ。場面に

応じ複雑な敬語を使い分け、「いろは歌」

「和歌」に象徴される情緒の機微を繊細

に表す言葉が多彩で、何より日本語マンダ

ラと言える「五十音図」はすっきりと美しい

システムである。瞬時に多様性を網羅し統

合する、日本語の有り様が、そのまま日本人

の脳神経回路を進化させ、日本という特有

の国家システムを創ってきた。

日本人を醸成させてきたのは、柔軟な日

本語環境のおかげと言えるのだ。私たち日

本人は世界に類を見ない雑食人である。

漢語とサンスクリット語をベロンと平らげ、よく

噛んで消化し、独自のシステムへと統合す

る言語センス。言霊の起源を考えると「国

家とは言葉である」に行き着く、と著者の

山口氏はそう言い切っている。

言い切られて、まさにそうだと、さっぱりと

気持ち良く合点がいった次第である。
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　正直爺さんと欲張り爺さんが居

た。正直爺さんが飼っている犬が裏

の畑で「ワンワン」と鳴いた。其処を

掘ると、宝物が沢山出て来た。これを

羨んだ欲張り爺さんが畑を掘ると穢

い物が出て来たので、怒って犬を殺

して地に埋めた。正直爺さんは言霊

エ、イを操作する人。欲張り爺さんは

言霊ウ、オだけを操作する人である。

　犬はイ奴で、言霊イである布斗麻邇

の召使と云う程度の意味。「ワンワ

ン」と鳴く声に「和産」と当字したなら

ば、調和と平和を産み出すことであ

る。畑は二十である。また二十麻邇の

事である。正直爺さんがその二十を

掘ると宝物が出て来る。 

　然し魂がウ、オの境涯に限局され

ている欲張り爺さんが、そのウ、オに即

して二十の操作を行うとあべこべに

汚いものが現れて来る。言霊ウ、オは

経験論哲学であり、物質の面だけで

しか世界を見る事の出来ない政治

家や産業人の営みである。この人達

が地から掘り出す穢い物を「公害」

と云う。精神的な公害も物質的な公

害もある。正直爺さんは殺された犬を

埋めて、松の木を植えた。その木が

育つと、それで臼を作って餅を搗いた

ら、また宝物が沢山出て来た。松に

真対と当てると陰陽水火の相対の

意味になり、この相対を調和する道

がまつり（祭・政・真釣）である。臼は

前記の臼女、宇受売であって言霊

の操作法。餅は百道、古事記に説か

れた言霊百神である。

　百神の半分を五十鈴宮と云い、

半分を五十神（石上）と云う。正直

爺さんが臼で此の百神を操作する

時、人類を幸福にする宝が現れる。と

ころが欲張り爺さんが、またそれを真

似て餅をまくと更に罪穢れや公害が

続 と々現れて来た。欲張り爺さんは、

また怒って臼を焼いてしまった。 

　今度は正直爺さんがその臼の灰

を集めて撒いたら枯気に美しい花が

咲いた。また欲張り爺さんが真似をし

て灰を撒いたら咲いていた花が枯

れ、人々の眼や鼻に入って苦しめた

ので、殿様から厳しく罰せられた。

　灰は葉霊である、言葉である言霊

である。道理の布斗麻邇である。正

直爺さんがこの灰を世界に撒くと精

神と物質の二つの文明を総合揚棄

した第三文明の美事な華が咲く。

　然し言霊ウ、オを操作する欲張り

爺さんが撒く灰は物質の微粒子で

あって、これを浴びると花が枯れる所

ではない、人間も動植物も悉く死に

絶える。すなわち放射能の「死の灰」

である。この物語はまことに恐ろしい

程の確かな予言である。
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＜著者略歴＞
山口謠司
1963（昭和38年）年長崎県生ま

れ。大東文化大学文学部准教授（中

国文献学）。大東文化大学文学部卒

業後、同大学院、フランス国立高等

研究所院人文科学研究所大学院に

て学ぶ。ケンブリッジ大学東洋学部

共同研究員などを経て、現職。

著書多数。

日本語の奇跡
〈アイウエオ〉と〈いろは〉の発明




